
政
権
交
代
へ
、
政
策
も
一
本
化
も

政
権
交
代
を
か
け
た
総
選
挙
が
10
月
19
日
公
示
、

31
日
投
開
票
で
始
ま
り
ま
し
た
。
市
民
連
合
と
４
野

党
が
６
項
目
20
件
の
政
策
を
合
意
。
野
党
の
共
通
政

策
は
、
内
政
で
も
外
交
で
も
政
治
姿
勢
で
も
安
倍
・

菅
政
治
を
大
本
か
ら
切
り
替
え
る
内
容
を
盛
り
込
み

ま
し
た
。
日
本
共
産
党
と
立
憲
民
主
党
は
共
通
政
策

を
実
行
す
る
た
め
の
政
権
協
力
の
合
意
も
し
ま
し
た
。

73
・７
％
の
一
本
化
で
勝
利
を

野
党
は
、
定
数
１
を
争
う
小
選
挙
区
２
８
９
の
７

３
・
７
％
で
候
補
者
を
一
本
化
し
て
た
た
か
う
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。
政
権
交
代
実
現
に
向
け
た
本
気
の

共
闘
態
勢
が
整
っ
た
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
す
。

そ
の
う
ち
日
本
共
産
党
で
一
本
化
し
た
選
挙
区
は

３
４
、
立
憲
民
主
党
で
は
１
６
１
、
国
民
民
主
党
で

は
７
、
社
民
党
で
は
６
、
無
所
属
で
は
４
、
れ
い
わ

新
選
組
で
は
１
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
勝
利
し
、

比
例
で
日
本
共
産
党
を
躍
進
し
野
党
政
権
を
支
え
る

大
き
な
力
に
す
る
た
め
に
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

碧
南
市
に
は
全
国
一
、
Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
す
る
石
炭

火
力
発
電
所
が
あ
り
ま
す
。
２
０
３
０
年
ま
で
に
60

％
削
減
。
２
０
５
０
年
ゼ
ロ
に
向
け
な
け
れ
ば
地
球

の
未
来
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
は
ア
ン
モ
ニ
ア
混
焼
な

ど
の
め
ど
の
た
た
な
い
新
技
術
で
石
炭
火
力
を
延
命

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
気
候
危
機
の
打
開
に
向
け

て
脱
炭
素
を
実
現
す
る
た
め
に
は
電
力
や
産
業
分
野

で
の
改
革
が
不
可
欠
で
す
。

も
っ
と
も
排
出
量
が
多
い
事
業
所
は
、
石
炭
を
利

用
す
る
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
の
碧
南
火
力
発
電
所
（
愛
知
県
碧

南
市
）
で
す
。
こ
の
発
電
所
だ
け
で
日
本
全
体

の
２
％
に
あ
た
る
Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
。
家
庭
か
ら

の
排
出
量
の
６
３
６
万
世
帯
分
に
あ
た
り
ま
す
。

上
位
30
事
業
所
の
う
ち
石
炭
火
発
が
11
事
業
所

を
占
め
て
い
ま
す
。

碧
南
市
か
ら
温
暖
化
ノ
ー
の
審
判
を

日
本
共
産
党
は
「
２
０
３
０
戦
略
」
で
、
30

年
の
石
炭
火
発
ゼ
ロ
へ
新
規
増
設
を
中
止
し
、

既
存
施
設
を
段
階
的
に
廃
止
し
ま
す
。
業
界
・

企
業
に
対
し
Ｃ
Ｏ
２
削
減
目
標
と
計
画
、
実
施

状
況
の
公
表
な
ど
を
「
協
定
」
と
し
て
政
府
と
締
結

し
、
国
民
へ
の
公
約
と
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
ま

す
。
「
協
定
」
の
対
象
と
な
る
の
は
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

の
多
い
６
業
界
、
２
０
０
程
度
の
大
規
模
事
業
所
で

す
。
こ
こ
の
脱
炭
素
化
が
日
本
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
決

定
的
に
重
要
で
す
。

日
本
共
産
党
と
野
党
候
補
へ
の
支
持
で
温
暖
化
ノ
ー

の
意
思
を
示
し
ま
し
ょ
う
。

コ
ロ
ナ
禍
で
64
床
削
減
、
市
民
病
院

自
公
政
権
は
今
年
５
月
21
日

病
床
削
減
法
を
強
行
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
で

医
療
の
逼
迫
（
ひ
っ
ぱ
く
）
が

広
が
る
な
か
、
消
費
税
を
財
源

と
し
た
補
助
金
で
病
床
削
減
を

支
援
す
る
こ
と
を
法
定
化
す
る

こ
と
で
す
。
今
年
度
は
１
９
５

億
円
が
計
上
さ
れ
、
削
減
さ
れ

る
病
床
は
単
純
計
算
で
１
万
床

規
模
に
の
ぼ
り
ま
す
。
医
師
や

看
護
師
の
体
制
後
退
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

全
国
で
20
万
床
削
減
計
画
の
撤
回
を

コ
ロ
ナ
危
機
が
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
重
篤
化
し

て
も
入
院
で
き
ず
、
命
の
選
別
が
迫
ら
れ
る
脆
弱
（
ぜ

い
じ
ゃ
く
）
な
医
療
体
制
で
す
。
地
域
医
療
構
想
は

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
想
定
せ
ず
、
高
度
急
性
期
・
急
性

期
を
中
心
に
約
20
万
床
も
削
減
す
る
も
の
で
す
。

病
床
削
減
の
補
助
金
は
廃
止
し
、
予
算
は
コ
ロ
ナ

禍
で
苦
闘
す
る
医
療
機
関
・
医
療
従
事
者
に
ま
わ
す

べ
き
で
す
。

４
３
６
公
立
病
院
再
編
統
合
撤
回
を

碧
南
市
民
病
院
を
含
む
、
４
３
６
の
公
立
・
公
的

病
院
の
再
編
統
合
リ
ス
ト
の
撤
回
を
日
本
共
産
党
は

強
く
求
め
ま
す
。
救
え
る
命
を
守
れ
な
い
事
態
を
こ

れ
以
上
生
ま
な
い
た
め
、
必
要
な
人
員
・
施
設
を
一

定
規
模
、
常
時
確
保
す
る
こ
と
を
感
染
症
対
策
の
基

本
に
す
べ
き
で
す
。

医
師
・看
護
師
の
過
労
改
善
を

ま
た
、
「
過
労
死
ラ
イ
ン
」
の
２
倍
の
長
時
間
労

働
を
合
法
化
す
る
こ
と
も
、
こ
の
法
律
で
盛
り
込
ま

れ
た
追
加
的
健
康
確
保
措
置
に
対
し
、
前
提
と
な
る

労
働
時
間
の
把
握
を
正
確
に
行
う
担
保
が
あ
り
ま
せ

ん
。
正
確
な
時
間
管
理
な
し
に
医
師
の
命
は
守
れ
ま

せ
ん
。
医
師
・
看
護
師
の
絶
対
的
不
足
を
放
置
し
た

ま
ま
、
リ
ス
ク
の
高
い
医
療
行
為
の
業
務
移
管
な
ど

を
法
で
進
め
れ
ば
、
医
療
の
質
・
安
全
性
を
脅
か
し

か
ね
ま
せ
ん
。

選
挙
で
政
治
を
変
え
い
の
ち
守
れ

コ
ロ
ナ
禍
で
の
医
療
崩
壊
の
現
実
を
踏
ま
え
、
医

師
・
看
護
師
の
抜
本
的
増
員
、
医
療
提
供
体
制
の
拡

充
こ
そ
急
務
だ
す
。
政
権
交
代
で
医
療
な
ど
ケ
ア
に

手
厚
い
政
治
と
社
会
に
し
ま
し
ょ
う
。
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18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
を

10
月

20
日
午
後
３
時
か
ら
４
児
ま
で
「
２
０
２
１
年
愛
知

自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
が
碧
南
市
を
訪
れ
県
下
の
福
祉
水
準

を
掲
載
し
た
冊
子
を
も
と
に
、
碧
南
市
の
遅
れ
た
福
祉
の
前

進
を
求
め
ま
し
た
。
市
か
ら
は
８
人
の
課
長
が
参
加
し
答
え

ま
し
た
。
要
請
団
は
、
自
治
労
連
愛
知
県
本
部
平
野
さ
ん
、

愛
知
県
保
険
医
協
会
伊
藤
さ
ん
な
ど
４
名
と
碧
南
市
民
５
人
、

日
本
共
産
党
山
口
、
岡
本
市
議
が
出
席
し
ま
し
た
。

碧
南
、
高
浜
、
西
尾
市
の
み
が
や
っ
て
い
な
い

18
歳
ま
で

の
医
療
費
無
料
化
に
つ
い
て
「
検
討
し
て
い
く
」
と
の
答
弁

が
さ
れ
ま
し
た
。
入
院
は
６
０
０
万
円
、
通
院
費
と
も
で
も

６
０
０
０
万
円
で
実
施
で
き
ま
す
。

国
保
均
等
割

18
歳
ま
で
１
４
２
４
人
に

４
７
９
９
万
円
で
廃
止
を

国
保
の

18

歳
ま
で
の
均

等
割
軽
減
に

つ
い
て
も

19

歳
ま
で
１
４

２
４
人
の
国

保
加
入
者
に

人
・
年
３
万

３
７
０
０
円

の
均
等
割
を

全
額
廃
止
し

て
も
４
７
９

９
万
円
で
実

施
で
き
ま
す
。

県
下
初
！
刈
谷
市
で
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
、
１
９
８
０
年
か
ら

42
年
間
愛
知
県
下

54

す
べ
て
の
自
治
体
を
訪
問
し
、
福
祉
・
教
育
・
税
金
な
ど
の
施
策
の

実
施
状
況
を
調
査
し
、
冊
子
に
ま
と
め
て
執
行
部
に
も
届
け
て
い
ま

す
。
愛
知
県
独
自
の
専
門
家
も
交
え
た
住
民
運
動
で
す
。

今
年
は
名
古
屋
し
に
続
き
刈
谷
市
が
同
規
模
自
治
体
の
中
で
は
県

下
初
で
帯
状
疱
疹
の
ワ
ク
チ
ン
補
助
を
開
始
し
た
こ
と
も
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

年
間

29
億
円
の
ふ
る
さ
と
寄
付
、

県
下
７
位
の
財
政
活
か
せ

「
新
自
由
主
義
」
の
ね
ぎ
た
市
長
は
、「
費
用
体
効
果
」
「
他
市
並

み
施
策
」
を
掲
げ
市
民
の
福
祉
教
育
拡
充
に
背
を
向
け
て
い
ま
す
。

市
政
を
住
民
の
い
の
ち
と
暮
し
を
守
る
方
向
に
変
え
る
と
と
も
に
、

総
選
挙
で
政
権
交
代
を
実
現
し
て
、
国
も
ろ
と
も
冷
た
い
政
治
を
変
え

ま
し
ょ
う
。
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戦争法廃止
改憲許すな19行動
12月19日（日曜日）

午前11時～12時 ヤマナカ前に

日本共産党碧南市会

議員団のホームペー

ジを新しくしました。

ごらんください。

新
し
い
日
本
を
つ
く
る
五
つ
の
提
案

○
新
自
由
主
義
か
ら
転
換
し
格
差
を
正
し
暮
ら

し
家
計
応
援
第
一
の
政
治

○
憲
法
を
守
り
、
立
憲
主
義
・
民
主
主
義
・
平

和
主
義
を
回
復
す
る

○
覇
権
主
義
へ
の
従
属
・
屈
服
外
交
か
ら
抜
け

出
し
、
自
主
・
自
立
の
平
和
外
交
に
転
換

○
地
球
規
模
の
環
境
破
壊
を
止
め
、
自
然
と
共

生
す
る
経
済
社
会
を
つ
く
る

○
ジ
エ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
実
現
、
多
様
性
を

大
切
に
し
個
人
の
尊
厳
を
尊
重
す
る
政
治

野党は団結を
野党共通政策の提言（骨子）

衆議院総選挙における野党共通政策の提言

―命を守るために政治の転換を―

１、憲法に基づく政治の回復

２、科学的知見に基づく新型コロナウイルス対策の強化

３、格差と貧困を是正する

４、地球環境を守るエネルギー転換と地域分散型

経済システムへの移行

５、ジェンダー視点に基づいた自
由で公平な社会の実現

６、権力の私物化を許さず、公
平で透明な行政を実現する

自治体キャラバンが来碧


